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(57)【要約】
　本発明は、たばこ（１）の自己着火装置であって、第
一の化学物質と第二の化学物質を含み、前記化学物質は
不適合であり、これらが相互に接触すると、前記たばこ
の端（４）に着火するのに十分な熱エネルギーを生成し
、－　第一の化学物質はたばこ（１）の着火端（４）に
固定されるためのカプセル（７０）の中に設置され、－
　第二の化学物質はたばこ（１）の着火端（４）に、前
記第二の物質を第一の物質と接触させることができる配
置で位置付けられるように設計された受容部（８０）の
中に配置される、自己着火装置において、－　カプセル
（７０）が気密かつ液密の燃焼性材料から作製され、前
記カプセルが少なくとも１つの穿刺領域を有し、－　受
容部（８０）には第二の化学物質を収容した密閉容器が
組み込まれ、前記容器が尖った先端部品（８２）を含み
、その剛性が、カプセル（７）をその穿刺領域において
穿刺するのに十分であり、そこを通って第二の化学物質
が流れることを特徴とする自己着火装置に関する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　たばこ（１）の自己着火装置であって、第一の化学物質（７）と第二の化学物質（８）
を含み、前記化学物質は不適合であり、これらが相互に接触すると、前記たばこの端（４
）に着火するのに十分な熱エネルギーを生成し、
－　前記第一の化学物質（７）が、前記たばこ（１）の前記着火端（４）に固定されるよ
うに意図されたカプセル（７０）の中に設置され、
－　前記第二の化学物質（８）が、前記たばこ（１）の前記着火端（４）に、前記第二の
物質を前記第一の物質（７）と接触させることができる配置で位置付けられるように設計
された受容部（８０）の中に配置される、
自己着火装置において、
－　前記カプセル（７０）が気密かつ液密の燃焼性材料から作製され、前記カプセルが少
なくとも１つの穿刺領域（７１）を有し、
－　前記受容部（８０）に、前記第二の化学物質（８）を収容した密閉容器（８１）が組
み込まれ、前記容器が尖った先端部品（８２）を含み、その剛性が、前記カプセル（７０
）をその穿刺領域において穿刺するのに十分であり、そこを通って前記第二の化学物質が
流れることができることを特徴とする自己着火装置。
【請求項２】
　前記穿刺領域（７１）が、前記カプセル（７０）の壁のそれ以外の部分より薄く、およ
び／または抵抗力がより低いシール材の形態を有することを特徴とする、請求項１に記載
の装置。
【請求項３】
　前記カプセル（７０）がほとんどニトロセルロースから構成されることを特徴とする、
請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記カプセル（７０）が、ニトロセルロースのコロジオンを媒介として、前記たばこ（
１）の前記着火端（４）の位置に保持されることを特徴とする、請求項１～３の何れか１
項に記載の装置。
【請求項５】
　前記受容部（８０）が円筒形の管の形状を有し、その外径がたばこ（１）のそれに実質
的に対応し、前記容器（８１）が前記管の中に格納され、前記容器を取り囲む柔軟な充填
材（８３）が前記管の内部に設置されることを特徴とする、請求項１～４の何れか１項に
記載の装置。
【請求項６】
　前記受容部（８０）、前記容器（８１）、および前記柔軟な充填材（８３）が生物分解
性および／または生体分解性材料から作製されることを特徴とする、請求項５に記載の装
置。
【請求項７】
　前記受容部（８０）と前記容器（８１）が柔軟性材料から作製され、前記受容部の前記
壁を圧搾することによって、前記第二の化学物質（８）が前記尖った先端部品（８２）を
介して外に出るようになっていることを特徴とする、請求項１～６の何れか１項に記載の
装置。
【請求項８】
　前記容器（８１）にピストンが設けられ、その変位によって前記第二の物質（８）が前
記尖った先端部品（８２）を介して外に出ることを特徴とする、請求項１～４の何れか１
項に記載の装置。
【請求項９】
　前記容器（８１）が０．００５ｍｌ～０．０５ｍｌの液体グリセリンを収容することを
特徴とする、請求項１～８の何れか１項に記載の装置。
【請求項１０】
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　前記第一の化学物質（７）がほとんど粉末形態の過マンガン酸カリウムからなり、その
粒径が１０μｍ～２００μｍ、有利には２０μｍ～３０μｍの間であることを特徴とする
、請求項１～９の何れか１項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記カプセル（７０）の一部が、前記受容部を前記たばこ（１）の前記着火端（４）に
取り付けている間に前記受容部（８０）の案内手段としての役割を果たすように構成され
ることを特徴とする、請求項１～１０の何れか１項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記カプセル（７０）がテーパ形状であり、前記カプセルの最も幅広い部分が前記たば
こ（１）の前記着火端（４）の側に配置されることを特徴とする、請求項１～１１の何れ
か１項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記カプセル（７０）が、前記受容部の、これを前記たばこ（１）の前記着火端（４）
に取り付けている間の案内手段として機能するように構成される部分（７２）を含むこと
を特徴とする、請求項１～１１の何れか１項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第一の化学物質（７）がほとんど過マンガン酸カリウムからなり、前記第二の化学
物質（８）がほとんどグリセリンからなることを特徴とする、請求項１～１３の何れか１
項に記載の装置。
【請求項１５】
　前記密閉容器（８１）と前記尖った先端部品（８２）が鋳造を介して得られる単独ブロ
ック部品の形態を有することを特徴とする、請求項１～１４の何れか１項に記載の装置。
【請求項１６】
　前記密閉容器（８１）と前記尖った先端部品（８２）が２つの別々の部品であることを
特徴とする、請求項１～１４の何れか１項に記載の装置。
【請求項１７】
　着火端（４）と、吸入端（５）と、を含むたばこにおいて、
　請求項１～１６の何れか１項に記載の自己着火装置が設けられ、前記受容部（８０）が
当初は前記たばこの前記端の１つに、前記第二の物質が前記第一の物質（７）に接触する
のを阻止する配置で配置され、前記受容部が取り外し可能であり、前記着火端（４）に当
たる状態で、前記第二の物質（８）を前記第一の物質（７）と接触させることができる配
置で位置付けられるように設計されることを特徴とするたばこ。
【請求項１８】
　前記受容部（８０）が、前記尖った先端部品（８２）の周囲に配置される固定領域（１
１）を含み、前記固定領域が、
－　前記たばこ（１）の前記着火端（４）の反対の前記吸入端（５）に、前記尖った先端
部品が前記吸入端に埋め込まれる状態で取り付けられ、
－　前記着火端（４）に、前記尖った先端部品が前記カプセル（７０）に埋め込まれる状
態に取り付けられる
ように構成されることを特徴とする、請求項１７に記載のたばこ。
【請求項１９】
　前記受容部（８０）が、
－　前記尖った先端部品（８２）の周囲に配置された第一の固定領域（１１ａ）であって
、前記着火端（４）に、前記尖った先端部品が前記カプセル（７０）に埋め込まれる状態
で取り付けられるように構成される第一の固定領域（１１ａ）と、
－　前記第一の領域（１１ａ）と反対にあり、前記着火端（４）に、または前記吸入端（
５）に、前記尖った先端部品が前記カプセル（７０）から離れている状態で取り付けられ
るように構成される第二の固定領域（１１ｂ）と、
を含むことを特徴とする、請求項１７に記載のたばこ。
【請求項２０】
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　前記受容部（８０）が前記たばこ（１）の延長部に、取り外し可能な接着タブ（１３）
または破線による切込みによって保持され、前記尖った先端部品（８２）が前記吸入端（
５）に埋め込まれることを特徴とする、請求項１７に記載のたばこ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はたばこの自己着火装置であって、これは相互に接触すると前記たばこの端に着
火するのに十分な熱エネルギーを生成する不適合性化学物質を含む、たばこの自己着火装
置に関する。
【０００２】
　これは、発火装置、より詳しくは、たばこに着火し、ライターやマッチ型の従来の手段
に代わるものを提供するための発火装置の技術分野に関する。
【背景技術】
【０００３】
　先行技術を説明するたばこの自己着火装置が、次の特許文献に記載されている。仏国特
許第２　９０５　２３１号明細書（Ｃｈａｒｌｉ　ＡＢＩＳＤＩＤ）、ブルガリア特許第
４０７　７１４号明細書（Ｍ．ＭＡＲＧＯＬＩＳ）、独国特許第３　５０９　２９３号明
細書（ＬＩＥＣＨＴＥＮＳＴＥＩＮ　ＲＩＣＨＡＲＤ　ＶＯＮ）、欧州特許第０　０６６
　０２１号明細書（ＹＯＯ，ＢＹＵＮＧ　ＥＯＮ）仏国特許第７　５３９　５３５号明細
書（ＴＯＫＹＯ　ＥＮＧＩＮＥＥＲＩＮＧ　ＣＯ．）Ｄ５：英国特許第３１４　１４５号
明細書（Ｐｉｅｄａｄ　ａｎｄ　Ａｌｅｊａｎｄｒｏ　ＬＩＦＣＨＵＺ）、仏国特許第７
０９　１７５号明細書（Ｇｉｕｌｉｏ　ＴＵＲＲＩ）、特開第２００５　５　２２４　２
３２号公報（ＩＳＨＩＫＡＷＡ　ＪＯＪＩ）、英国特許第４０６　１５３号明細書（Ａｎ
ｓｌｅｙ　ＨＥＲＭＡＮ　ＦＯＸ）。これらの装置は、衝撃または摩擦の効果によって可
燃性材料に点火するように構成された第一の物質を含む。一般に使用されるすり板は、た
ばこが着火されると摩耗する。そして、板が摩耗すればするほど、たばこに着火しにくく
なる。
【０００４】
　文献、仏国特許第１　０１４　８９９号明細書（ＦＯＮＤＯ）、ベルギー特許第１　０
１２　８２６号明細書（ＪＡＣＱＵＥＴ）、ベルギー特許第１　０１５　８２６号明細書
（ＪＡＣＱＵＥＴ）、ベルギー特許第９７　９４１号明細書（ＢＯＮＣＨＥＶ　ＭＩＲＯ
ＳＬＡＶ　Ｂ．）、英国特許第３５６　８６１号明細書（Ｒｏｂｅｒｔ　ＳＵＴＨＥＲＬ
ＡＮＤ）、英国特許第２　３４２　５６０号明細書（ＺＹＧＭＵＮＴ　ＭＡＲＥＫ　ＮＩ
ＥＷＩＡＤＯＭＳＫＩ）、英国特許第７５２　３６５号明細書（Ｈａｎｓ　ＨＡＮＮＯ　
ＭＯＳＥＲ）、英国特許第７９０　３４１号明細書（Ｋｕｒｔ　ＫＯＲＢＥＲ）、または
米国特許第２　０２９　１８６号明細書（ＰＥＴＥＲＳＯＮ）、国際公開第２０１２／１
２３６４７号パンフレット（ＡＢＩＳＤＩＤ　ｅｔ　ａｌ．）には、たばこの着火端に設
置された第一の化学物質と、第一の物質と不適合の第二の化学物質と、を含む自己着火装
置が記載されている。これらの装置は、相互に接触させられると自然発火する化学物質の
不適合性の原理を利用している。実際には、第二の化学物質は、
－　たばこの包装の面の１つの上に、前記包装を操作すると前記第二の化学物質を取り外
せるように調整され、その結果、実際には後にたばこに着火しにくくなるか、
－　不適応な個別の受容部の中にあるように調整されている
かのいずれかである。
【０００５】
　これらの不完全さを克服するために、文献、米国特許第３　１０９　４３５号明細書（
ＰＡＬＥＹ）において、過マンガン酸カリウムが、たばこの着火端に固定された多孔性材
料から作製されるカプセル内に設置された自己着火装置が知られている。第二の化学物質
が、たばこの着火端に取り付けて前記第二の物質を第一の物質と接触させることができる
受容部の中に配置される。この装置は比較的実用的であるものの、欠点がある。実際に、
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着火用の第二の物質は、受容部の内部に設置された吸収材料を吸収する。周囲条件（特に
空気中の水分含量）下に数日置くと、第二の物質が酸化および／または乾燥し、確実な方
法でたばこに着火することが難しくなる。過マンガン酸カリウムの特性もまた、空気中の
水分とたばこの中の葉タバコに含まれる水分によって劣化する。また、カプセルを使って
過マンガン酸塩を収容することは、使用する材料が増え、それによって生成されるスラグ
の量が増える可能性があり、これが喫煙者の観点から、適切に選択しなければ大きな欠点
となりうる点に留意されたい。文献、米国特許第３　１０９　４３５号明細書は、カプセ
ルの材料の性質について対応していない。文献、国際公開第２０１２／１２３６７９号パ
ンフレット（ＡＢＩＳＤＩＤ　ｅｔ　ａｌ．）は、第一の物質をカプセルに収容すること
を検討しているが、カプセルの性質は明らかにしていない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　この状態を鑑み、本発明は、たばこに着火しやすく、それと同時に、先行技術において
知られている化学物質の調整に関連する欠点を抑制する装置を提供するという主目的を有
する。
【０００７】
　本発明はまた、使いやすく、単純な設計で、安価な自己着火装置を提供するという目的
を有する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明により提案される解決策は、たばこの自己着火装置であり、これは第一の化学物
質と第二の化学物質を含み、前記化学物質が不適合であり、相互に接触すると前記たばこ
の端に着火するのに十分な熱エネルギーを生成する。第一の化学物質は、たばこの着火端
に固定されるためのカプセルの中に設置される。第二の化学物質は、たばこの着火端に、
前記第二の物質を第一の物質と接触させることができる配置で位置付けられるように設計
された受容部の中に配置される。
【０００９】
　この装置は、カプセルが気密かつ液密の燃焼性材料から作製され、前記カプセルが少な
くとも１つの穿刺領域を有する点と、受容部に、第二の化学物質を収容した密閉容器が組
み込まれ、前記容器が尖った先端部品を含み、その剛性が前記カプセルをその穿刺領域に
おいて穿刺し、そこから前記第二の化学物質が流れるようにするのに十分である点で優れ
ている。
【００１０】
　気密かつ液密材料から作製されるカプセルの使用により、第一の化学物質を空気中の水
分とたばこの中の葉タバコに含まれるそれから保護することが可能となる。さらに、カプ
セル用として燃焼性材料をこのように選択することによって、喫煙者がマッチ、ライター
、または別のたばこ等、従来の着火手段を使用したい時には、葉タバコの燃焼を促進でき
る。
【００１１】
　このような受容部を使用することによって、第二の化学物質を第一の化学物質の上に、
第一の化学物質が濡れるのと、自己着火反応を阻止するのとを回避するように、または少
なくとも、たばこに着火するのに十分な熱エネルギーを生成できない程度までゆっくりと
、慎重に置くことが可能である。
【００１２】
　したがって、カプセルの材料の選択と受容部の設計は、相乗効果により、比較的長期間
置いた後であっても、たばこに有効に着火できるように作用する。
【００１３】
　本発明の目的である装置のその他の優れた特徴を以下に挙げるが、これらの特徴の各々
は、上に明記した優れた特徴に関係なく、個別に、または組み合わせて考慮することがで
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きる。
－　この穿孔領域は、カプセルの壁のそれ以外の部分より薄い、および／またはより抵抗
力の小さいシール材の形態を有することができる。
－　カプセルは、有利には、ほとんどニトロセルロースからなる。
－　カプセルは、有利には、ニトロセルロースのコロジオンを媒介として、たばこの着火
端の位置に保持される。
－　受容部は、有利には、円筒形の管の形状を有し、その外径がたばこのそれに実質的に
対応し、容器が前記管内に格納され、前記容器を取り囲む柔軟な充填材が前記管の内部に
設置される。
－　受容部、容器、柔軟充填材は、有利には、生物分解性および／または生体分解性材料
から作製される。
－　受容部と容器は、有利には、柔軟な材料から作製され、前記受容部の壁を圧搾するこ
とにより、第二の化学物質が尖った先端部品を介して外に出るようになっている。
－　他の実施形態において、容器にはピストンを設けることができ、その変位によって第
二の化学物質が尖った先端部品を介して外に出る。
－　容器には、０．００５ｍｌ～０．０５ｍｌの液体グリセリンが収容される。
－　第一の化学物質は好ましくは、ほとんど粉末状過マンガン酸カリウムからなり、その
粒度は１０μｍ～２００μｍ、有利には２０μｍ～３０μｍの間である。
－　カプセルの一部は、有利には、前記受容部をたばこの着火端に取り付けている間に受
容部への案内手段の役割を果たすように構成される。
－　カプセルは、テーパ形状を有することができ、前記カプセルの最も幅広い部分がたば
この着火端の側に配置される。
－　カプセルは、受容部をたばこの着火端に取り付けている間に受容部への案内手段の役
割を果たすように構成された部分を含むことができる。案内手段を形成するこの部分はま
た、第一の物質に、それを第二の物質と接触させるのにより適した形状を付与するために
も使用できる。実際に、第一の物質と第二の物質との間の接触の種類に応じて、うまく着
火できる程度に差がある。最良の結果は、接触が第一の物質の表面で行われるか、第一の
層に限定された時、より詳しくは、前記第一の物質が過マンガン酸カリウムであり、第二
の物質が液体グリセリンである時に得られる。
－　第一の化学物質は好ましくは、ほとんど過マンガン酸カリウムからなり、第二の化学
物質はほとんどグリセリンからなる。
－　密閉容器と尖った先端部品は、鋳造によって得られる単独ブロック部品の形態を有す
ることができ、または２つの別々の部品で構成することもできる。
【００１４】
　本発明の他の態様は、吸入端と、着火端と、を含むたばこに関し、前記たばこには上記
の特徴の１つによる自己着火装置が設けられ、受容部は当初、たばこの端の一方に、前記
第二の物質を第一の物質と接触させるのを一切防止する配置で配置され、前記受容部は取
り外し可能であり、着火端に当てた状態で、第二の物質を第一の物質と接触させることが
できる配置で位置付けられるように設計される。
【００１５】
　本発明の目的であるたばこのその他の優れた特徴を以下に列挙するが、これらの特徴の
各々は、上に明記した優れた特徴とは独立して、個別に、または組み合わせて考慮するこ
とができる。
－　受容部は、有利には、尖った先端部品の周囲に配置された固定領域を含み、前記固定
領域が、
－－　たばこの着火端と反対の吸入端に、前記尖った先端部品が前記吸入端に埋め込まれ
る状態に取り付けられ、
－－　着火端に、前記尖った先端部品がカプセル内に埋め込まれる状態に取り付けられる
ように構成される。
－　受容部が、
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－－　尖った先端部品の周囲に配置された第一の固定領域であって、着火端に、前記尖っ
た先端部品がカプセル内に埋め込まれる状態に取り付けられるように構成された固定領域
と、
－－　前記第一の領域の反対にあり、着火端に、または吸入端に、前記尖った先端部品が
カプセルから離れた状態に取り付けられるように構成された第二の固定領域と、
を含む。
－　受容部は、たばこの延長部に、取り外し可能な接着タブによって、点線による切込み
によって（またはその他同様の何れかの固定手段によって）保持することができ、尖った
先端部品が前記たばこの吸入端に埋め込まれる。
【００１６】
　本発明のその他の利点と特徴は、添付の図面を参照しながら、例示的で非限定的な例に
より実施される好ましい実施形態に関する以下の説明を読めば、より明らかとなるであろ
う。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１－４】本発明による自己着火装置によってたばこに着火することを可能にする各種
のステップを概略的に示す。
【図５ａ－５ｃ】本発明による、３つの好ましい実施形態による第二の物質の受容部の概
略的な長手方向の断面図である。
【図６ａ－６ｈ】第一の物質を収容したカプセルの各種の構成を概略的に示し、前記カプ
セルはたばこの着火端に配置されている。
【図６０】たばこの正面図であり、着火端に配置されたカプセルの、またはペレットの、
目に見える部分を示す。
【図７ａ－７ｂ】図６ｅによるたばこに図５ａによる受容部を使用した場合を示す。
【図８ａ－８ｂ】図６ｅによるたばこに図５ｂによる受容部を使用した場合を示す。
【図９ａ－９ｂ】図６ｅによるたばこに図５ｃによる受容部を使用した場合を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　図７ａ、７ｂ、８ａ、８ｂ、９ａ、９ｂの構成はもちろん、図６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄ
、６ｆ、６ｇ、６ｈによるたばこに移行することができる。
【００１９】
　本発明は、たばこ１の自己着火を可能にする。「たばこ」とは、フィルタの有無を問わ
ない従来のたばこ、シガリロ、葉巻、または喫煙者が消費できるその他の同様の物体を意
味する。添付の図面に示されているように、たばこ１は一般に、１枚の紙２から形成され
る円筒形状を有し、その内部に細断された葉タバコ３が配置されている。その直径は３ｍ
ｍ～７ｍｍの範囲とすることができ、その長さは６０ｍｍ～１００ｍｍの範囲とすること
ができる。これは着火端４と、前記着火端と反対の吸入端５と、を含む。吸入端５は、特
にフィルタ６を含むことができる。
【００２０】
　本発明の目的である自己着火装置は、第一の化学物質７（すなわち、「着火されること
になる」物質）と、第二の化学物質８（すなわち、「着火するための」物質」）と、を含
む。これら２つの化学物質は不適合であり、これらが相互に接触すると、炎の有無を問わ
ず、たばこ１の端４に着火するのに十分な熱エネルギー（例えば１５０℃～７００℃）を
生成する。
【００２１】
　第一の物質７／第二の物質８のペアは例えば、酸化剤／燃料のペアの種類である過マン
ガン酸カリウム／グリコール、硝酸銀／赤リン、硝酸銀／硫黄、塩素硝酸とホウ酸／グリ
コール、アルミニウム／ヨウドチンキ、ナトリウム金属または同族のその他の金属／水ま
たはアルコール系停止反応物、ニッケル触媒またはリン／酸化剤物質（ＭｎＯ２、塩素酸
塩）、ニトロセルロース／強酸（硫黄、塩化水素）等とすることができる。
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【００２２】
　最良の結果は、ほとんど過マンガン酸カリウムからなる第一の化学物質７とほとんどグ
リセリンからなる第二の化学物質８で得られる。本発明の意味において、「ほとんど」と
は、過マンガン酸カリウム、またはグリセリンの、第一の物質７の、または第二の物質８
の総重量に関する重量パーセントが５０％　ｗ／ｗ第一ノ物質マタハ第二ノ物質より大き
く、有利には７０％　ｗ／ｗ第一ノ物質マタハ第二ノ物質より大きく、好ましくは９５％
　ｗ／ｗ第一ノ物質マタハ第二ノ物質より大きいことを意味する。この材料ペアはさらに
、現行の衛生基準に適合し、毒性の危険をすべて排除するという利点を有する。実際に、
グリセリンは食品添加物として一般に使用されている製品であり、これは粘性、透明、無
色、無臭、非毒性で甘みのある液体の形態を有する。過マンガン酸カリウムは、殺菌剤ま
たは脱臭剤として一般に使用されている無機塩である。これは特に飲料水の処理に使用さ
れる。
【００２３】
　過マンガン酸カリウムとグリセリンとの反応は表面化学反応である。すなわち、反応速
度が固体（過マンガン酸カリウム）と液体（グリセリン）との間の接触領域の大きさに直
接比例する。比較的細かい粉末の形態の過マンガン酸カリウムを使用することが好ましい
。この粉末が細かいほど、固体（過マンガン酸カリウム）と液体（グリセリン）との間の
接触領域が大きくなり、したがって反応速度も速くなる。最良の反応性（反応が数秒で始
まる）は、粒径が１０μｍ～２００μｍ、有利には２０μｍ～３０μｍの微粉末の過マン
ガン酸カリウムで得られる。２５μｍの平均粒径で良好な結果が得られる。
【００２４】
　ほとんど過マンガン酸カリウムからなる第一の化学物質７とほとんどグリセリンからな
る第二の化学物質８により開始される化学反応は瞬間的ではなく、これは、数秒間の短い
誘導期間が必要であるからであり、しかもそれによって使用者がたばこ１に火がつかなか
ったのではないかと考えることにならないようにする。反応は、二酸化炭素と水蒸気だけ
で構成される非毒性の煙の初期放出によってわかる。反応は強すぎず、これは、効果がラ
イターまたはマッチの炎により誘発されるものと同様であるからである。反応が完了する
と、たばこの端４は、喫煙者がたばこを自分のスリップに運び、不適合性反応の煙を吸い
込まないと確認することによってタバコの煙を吸入し始めるための時間が十分できるよう
に着火される。この状態は、たばこ１の自己着火を確実にし、使用者を安心させる。さら
に、これら２つの化学物質は、長期間にわたり十分な使用時間を提供するのに十分に安定
している。
【００２５】
　追加の物質を使って、本発明において実施される当初の不適合化学物質を希釈し、化学
結合させ、凝固させ、活性化させるか、それと反対に速度を落とすか、不動態化させるこ
とができる。特に、過マンガン酸塩にチオ硫酸ナトリウムを添加することによって、過マ
ンガン酸塩とグリセリンとの反応性と着火時間の良好な再現性において大きな改善が観察
された。他の物質はさらに、第一の物質７と第二の物質８の周囲条件、特に水分に対する
抵抗を高めることができる（例えば防水物質）。
【００２６】
　図６ａ～６ｈに関して、第一の化学物質７は、たばこ１の着火端４に固定するためのカ
プセル７０の中に設置される。カプセル７０は、着火端４の最も先端縁（図６ａ～６ｇ）
に、またはわずかに引っ込めて（図６ｈ）位置付けることができる。後者の場合、図６ｈ
に示されるように、カプセル７０は、数ミリメートルの深さにわたり、着火端４が従来の
たばこのそれと同様の態様を保つような状態に、葉タバコの繊維で覆うことができる。実
際に、カプセル７０には０．１ｍｇ～５ｍｇの間の過マンガン酸カリウムが収容される。
カプセル７０はほとんどニトロセルロースから構成され、すなわち、カプセルの総重量（
第一の物質７が充填されていない）に関するニトロセルロースの重量パーセントが５０％
　ｗ／ｗカフ゜セルより大きく、有利には７０％　ｗ／ｗカフ゜セルより大きく、好まし
くは９５％　ｗ／ｗカフ゜セルより大きい。実際には、カプセルはシート状のニトロセル
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ロース、例えばＮｉｔｒｏｆｉｌｍ（登録商標）またはセルロイドから形成される。ニト
ロセルロースには多くの利点がある。
－　この材料は気密かつ液密であり、それによって第一の化学物質７を空気中の水分とた
ばこ１の葉タバコに含まれるそれから保護できる。
－　ニトロセルロースの燃焼はガス種のみを放出し、固形残留物を生成しないか、ごくわ
ずかな量のスラグまたは灰しか生成しない。
－　燃焼時間が非常に早く、１または２秒未満である。したがって喫煙者は燃焼生成物を
吸引する危険を冒さずにすみ、これは、たばこを自分の口へと運ぶまでにカプセル７０が
すべて燃えてしまうからである。
－　カプセルを所望の形状とすることが容易である。
【００２７】
　この材料を選択することには、本発明の目的であるたばこの工業的製造を容易にすると
いう利点もあり、一方で、カプセル７０は、自動化が容易な工業工程に従って予め実現し
てから第一の化学物質７を充填することができ、他方で、たばこ１の着火端にカプセル７
０を設置することは、純粋に機械的な作業であり、これもまた容易に自動化でき、このこ
とはタバコ会社にとって重要である。
【００２８】
　ニトロセルロースのそれらと同様の特性を有し、当業者にとって適当なその他の材料、
例えばポンジーシルク、または生体分解性ポンジーを使用できる。
【００２９】
　ほとんど過マンガン酸カリウムからなる第一の化学物質７をほとんどグリセリンからな
る第二の化学物質８と接触させると、混合物は素早く、場合により炎がない状態で、数百
度の温度へと高温化する。次いで、この熱エネルギーは、自己発火温度が１５０℃～２０
０℃のニトロセルロースへと伝達される。したがって、この「活性化」物質は、この自己
発火温度に到達するとすぐに発火する。
【００３０】
　たばこ１の着火端４には、カプセル７０を設置する前にニトロセルロースのコロジオン
を予め含浸させることができる。このような含浸は特に、２つの不適合性物質７、８の反
応によって生成される炎が葉タバコの繊維に伝達される確実性を改善する点、および着火
端４上のカプセル７０の位置の保持力を増大させる点で特に興味深い。例えば、工業製造
において、当初の含浸材料はグルーゲルの形態を有することができ、これは、乾燥すると
、第一の化学物質７を収容したカプセル７０をたばこ１の葉タバコ３と接着させる。カプ
セル７０はまた、アラビアゴム、食品用接着剤、または当業者にとって適当なその他の製
品によって端４に接着させることもできる。
【００３１】
　図５ａ、５ｂ、５ｃに関して、第二の化学物質８は受容部８０の中に設置される。図５
ａと５ｂに示される例において、この受容部８０はたばこ１の着火端４に取り付けられて
、前記第二の物質を第一の物質７と接触させるように構成される。本発明の意味において
、「取り付ける」とは、受容部８０を着火端４の上に、それに当たる状態で、および／ま
たはその周囲に位置付けなければならない可能性を意味し、前記端に固定されたままの可
能性と、そのままではない可能性がある。図５ｃに示される例において、受容部８０はよ
り一般に、着火端４に当たる状態で、第二の物質８を第一の物質７と接触させることがで
きる配置で位置付けられるように設計される。
【００３２】
　受容部８０は取り外し可能であり、すなわち、これをたばこ１から取り外すことができ
る。これは外側に開放する１つまたは複数の端を有するか、完全に閉じることができる。
実際には、受容部８０は円筒形の管の形態を有し、好ましくはその端の一方１２が閉じて
おり、その外径は実質的にたばこ１のそれに対応する。受容部８０の直径は、例えば２ｍ
～８ｍｍの範囲で可変である。その長さは数ミリメートル～数センチメートルの範囲で可
変である。
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【００３３】
　受容部８０には、第二の化学物質８を収容した密閉容器８１が組み込まれる。場合によ
り、容器８１を取り囲む柔軟な充填材８３を、受容部８０を形成する管の内部に設置する
ことができる。充填材８３は、受容部８０の中央に容器８１を位置付ける機能を有する。
【００３４】
　第二の物質８の液滴を第一の物質７へと（または、せいぜいカプセル７０に収容されて
いる第一の物質７の装填部の薄い外側層の中に）に置くことができるように、密閉容器８
１は小さいサイズで、好ましくは柔軟な計量ピペットの形態であり、当業者にとって適当
な何れの形態も考えられる。実際には、容器８１には０．００５ｍｌ～０．０５ｍｌの液
体グリセリンが収容される。これは長い形状（その直径がその高さより小さい）でも、太
くても（その直径がその高さより大きい）よい。
【００３５】
　容器８１は尖った先端部品８２を含み、その剛性はカプセル７０を穿刺するのに十分で
あり、そこを通って第二の化学物質８が流れることができる。先端８２は好ましくは、皮
下注射シリンジの針のそれと同様の形状を有する。この形状は、たばこ１の軸に沿って圧
搾することによりカプセル７０を穿刺するのに特によく適しており、穿刺を容易にするた
めに回転運動をしてもしなくてもよい。
【００３６】
　その貫通を容易にするために、カプセル７０の壁は、有利には、容器８０の先端８２に
よって穿刺されるための穿刺領域７１（図６ａ～６ｈ）を含む（図７ａ～８ｂ）。この穿
刺領域７１は、有利には、カプセル７０の壁のそれ以外の部分より薄く、および／または
抵抗力の低いシール材の形態を有する。シール材７１はまた、食品用プラスチックまたは
アルミニウムフィルム型の液密材料で作製することもできる。このようなフィルムのカプ
セル７０の外（または内）壁への接着は、適当な接着によって、また液密に行われる。
【００３７】
　受容部８０は当初、たばこの端の一方に、第二の物質８を第一の物質７と接触させるの
を一切阻止する配置で配置される。その後、取り外し可能な受容部８０は、着火端４に、
第二の物質８を第一の物質７と接触させることができる配置で配置される。
【００３８】
　図５ａ、７ａ、７ｂの実施形態に関して、受容部８０は固定領域１１を含み、これは尖
った先端部品８２の周囲に配置され、着火端４に、前記尖った先端部品がカプセル７０の
中に埋め込まれる状態で取り付けられるように構成される。この固定領域１１は、円筒形
部分の形態を有し、受容部８０を形成する管の閉鎖端１２と反対にある。固定領域１１は
、着火端４に取り付けることができるように開放している。固定領域１１は、内径がたば
こ１の外径より大きいか、これと等しく（例えば、０．１ｍｍ～１ｍｍ）、その長さは３
ｍｍ～１０ｍｍの範囲で可変である。固定領域１１の構成によって、受容部８０をたばこ
１の着火端４の反対の吸入端５に、尖った先端部品８２が前記吸入端の中に、より詳しく
はフィルタ６に埋め込まれる状態に取り付けることが可能である。それゆえ、受容部８０
と吸入端５との間により剛性の接続が得られる。実際には、受容部８０は当初、吸入端５
に取り付けられる（図７ａ）。使用者は、たばこに火をつけたい時、受容部８０を吸入端
５から外し、それを着火端４に、尖った先端部品８２がカプセル７０を穿刺するような状
態で取り付ける（図７ｂ）。
【００３９】
　図５ｂ、８ａ、８ｂの代替的な実施形態に関して、受容部８０は第一の固定領域１１ａ
を含み、これは尖った先端部品８２の周囲に配置され、着火端４に、前記尖った先端部品
がカプセル７０に埋め込まれる状態で取り付けられるように構成される。この第一の固定
領域１１ａは上に明記した固定領域１１と同じである。それには閉じたキャップを設ける
ことができ、前記キャップによって、尖った先端部品８２を保護でき、受容部８０の壁が
意図せず圧搾されて容器８１の中身が出るのを防止する。受容部８０は、第一の領域１１
ａの反対の第二の固定領域１１ｂを含む。この第二の固定領域１１ｂは、それを着火端４



(11) JP 2016-509479 A 2016.3.31

10

20

30

40

50

に、または吸入端５に、尖った先端部品８２がカプセル７０から離れている状態で取り付
けることができるように開放している。第二の固定領域１１ｂは、内径がたばこ１の外径
より大きいか、それと等しく（例えば、０．１ｍｍ～１ｍｍ）、長さは３ｍｍ～１０ｍｍ
の範囲で可変である。実際には、第二の固定領域１１ｂは当初、着火端４または吸入端５
に取り付けられる（図８ａ）。使用者は、たばこに火をつけたい時、受容部８０を外して
、第一の固定領域１１ａを着火端４に、尖った先端部品８２がカプセル７０を穿刺するよ
うな状態に取り付ける（図８ｂ）。
【００４０】
　図５ｃ、９ａ、９ｂの代替的な実施形態に関して、受容部８０に固定領域はない。受容
部８０は着火端４には取り付けられず、カプセル７０に直接穿刺される。この構成では、
カプセル７０を穿刺する動作がより見やすい。図６０に関して、カプセル７０の目に見え
る部分の中心を穿刺できるように、前記穿刺地点を適当なマーク７３で識別することがで
きる。これは例えば十字、点、または標的の形状で、カプセル７０が着火端４の最も先端
縁に配置されている時に目に見える部分の中心に実現されるか、前記カプセルが葉タバコ
により覆われている時（図６ｈ）には前記着火端に配置されたペレット７４上に実現され
る。
【００４１】
　受容部８０が当初吸入端５に配置されている時（図９ａ）、特にタバコ会社がその包装
の大きさを変更せざるをえなくならないように、たばこ１の直径を長さ全体にわたって保
持することが有利である。このために、受容部８０はたばこ１の延長部に、取り外し可能
な接着タブ１３により、破線に沿った切込み（例えば、受容部の表面で牽引－回転運動を
実行することによる）により、またはその他同様の固定手段によって保持される。接着タ
ブ１３は例えば、その一部をポスト・イット（登録商標）に見られるものと同様のタイプ
の接着剤で被覆することができる。
【００４２】
　受容部８０は全体が、前記受容部を１回圧搾するという最初の試みで第二の物質８が容
易に分散されるように、全体的に柔軟でなければならない。先端８２はより剛性で、これ
は受容部８０の全体的柔軟性の目的と矛盾せず、工業的にごく簡単に実現される。
【００４３】
　受容部８０と容器８１を実現するために好ましく使用される材料は、柔軟なポリエチレ
ンであり、これはその液体との良好な適合性と、それが持続的に長時間保持できる柔軟性
による。しかしながら、環境汚染最小化の問題に対応するために、生物分解性および／ま
たは生体分解性材料、例えば、好ましくは可塑化された紙またはカートン、脂肪族ポリマ
、例えばポリカプロラクトンとポリテトラメチレンサクシネート、コポリエステル、ポリ
エステルアミドまたはビニルポリマ、炭化水素エラストマのポリサッカライド型バイオポ
リマ、例えば天然ゴムを使用することが好ましい。柔軟材料は、受容部８０の壁を圧搾す
ることによって、第二の化学物質８が尖った先端部品８２を介して外に出るように選択さ
れる。容器８１が長い形状である場合、使用者は、側壁を圧搾する（すなわち、つまむ）
ことによってその中身を出すことができる。容器８１が太い形態である場合、使用者は、
たばこの軸方向に圧搾することによってその中身を出すことができる。
【００４４】
　代替的な実施形態において、受容部８０および／または容器８１は剛性材料で作製でき
、前記容器にはピストンを設け、その変位によって第二の化学物質８が（シリンジの方式
で）尖った先端部品８２を介して外に出る。透明材料から作製される受容部８０を選択す
ることにより、使用者は、実際に脆弱領域７１を穿刺しているのを見ることができる。も
ちろん、この動作は盲目的に行うこともでき、使用者は、たばこ１の端４が充填材８３に
当接した時に、カプセル７０が穿刺されたことがわかる。
【００４５】
　図示されていない別の代替的実施形態において、容器８１はベロー（またはアコーディ
オン）の形態とすることができ、それによって軸方向の圧搾により中身を出すことができ
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る。受容部８０と充填材８３を構成する材料は、この場合、この軸方向の圧搾を可能にす
るのに十分な柔軟性を有する。
【００４６】
　先端８２は、容器８１と同じ柔軟材料で（この場合、これはそれをより剛性にするよう
な構造による）、またはより剛性な材料、例えば熱硬化性ポリマで実現できる。受容部８
０の設計を簡素化するために、密閉容器８１と尖った先端部品８２は、有利には、鋳造に
より得られる単独ブロック部品の形態を有する。しかしながら、容器８１の材料が柔軟過
ぎる場合は、より剛性の材料から作製される別の先端８２の使用を検討できる。例えば、
より剛性のインサート（金属、ＰＶＣ等）の形態で接着剤または溶接によって容器８１に
追加されるか、その上に前記容器が鋳造される先端８２を使用することが可能である。
【００４７】
　充填材８３は、発泡材か、たばこフィルタに使用されるものと同様の材料とすることが
できる。しかしながら、環境汚染最小化の問題に対応するために、生物分解性および／ま
たは生体分解性材料、例えばフェルトプラント等を使用することが好ましい。
【００４８】
　図６ａに関して、カプセル７０は、着火端４に完全に一体化される円筒形ペレットの形
状とすることができる。しかしながら、受容部８０をたばこ１の端４に取り付けることに
より、前記たばこが容認不能な程度に変形する可能性がある。これは、たばこ１の端が厳
密に円筒形ではないという事実による。受容部８０の直径がたばこ１のそれに近いほど、
取り付けが困難となる。それゆえ、たばこ１の端４の円筒形の性質が保証されることが重
要であるように思われる。これを実現するために、カプセル７０は好ましくは、それが着
火端４に取り付けられる時に受容部８０への案内手段の役割を果たすように構成された部
分７２を含む。カプセル７０はそのため、たばこの端４の成形手段の役割を果たすことが
でき、その形状が円筒形のままに保たれる。解決策は、カプセル１の端４に設置すること
、半球形（図６ｂ）、テーパ形（図６ｃ）、または球形（図６ｄ）のカプセルであり、そ
の最も幅の狭い部分が着火端４を越えて、受容部８０の取り付けのための良好な案内手段
を提供するように配置される。図６ｅ、６ｆ、６ｇ、６ｈにおいて、カプセル７０はテー
パ形状であり、その最も幅広い部分が着火端４の側に配置される。この形状は第一の物質
７をより中央に調整でき、これによって第二の物質８を前記第一の物質の自由面全体にわ
たり設置することが可能となり、それゆえ、より安定的な着火が提供される。図６ｆと６
ｇにおいて、案内手段を形成する部分７２はフランジから構成され、その直径は端４のそ
れに対応し、前記フランジは１枚の紙２により覆われる。その高さは数ミリメートルであ
る。図６ｆにおいて、フランジは吸入端５に向かって方向付けられ、図６ｇでは反対に方
向付けられる。
【００４９】
　図１～４は、喫煙者が簡単な動作でたばこに火をつけることができる方法を示しており
、本人が前記たばこを手で持っているか、火がついていない状態で口にくわえているかを
問わない。
【００５０】
　使用者は、受容部８０を取り（図１）、それを着火端４に関して、尖った先端部品８２
がカプセル７０を穿刺するように位置付ける（図２）。使用者は、指に挟んで受容部８０
を圧搾することによって第二の物質８を第一の物質７と接触させることができ（図３）、
前記第二の物質が尖った先端部品８２を介して流れる。第二の物質８が第一の物質７と接
触したら、使用者は受容部８０を着火端４から取り外す（図４）。反応が始まり、着火端
４に火がつく。
【００５１】
　上述の実施形態における本発明の各種の要素および／または手段および／またはステッ
プの配置は、実施例のすべてにおいてそのような配置にする必要があると理解してはなら
ない。何れの場合も、本発明の考えの枠内と範囲から逸脱せずに、これらの要素および／
または手段および／またはステップに様々な変更を加えることができる。
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